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この論文は Spenser と Milton の牧歌の主要な特色を研究したものである。対象として取り扱われて
いる作品は、 Spenser の The Shepheαrdes Cαlender ， Colin Clouts Come Home Agαine ， Astro・
phel, The Fαerie Queene第六巻および、Milton の Lycidαsである。
第一章、第二章、第三章は The Shepheαrdes Cαlender における時間の問題を扱っている。この牧
歌集は「暦J という題名が示唆しているように時間の問題と深い関係を持っている。この牧歌集に集
められた牧歌は、その最初の注釈者である E.K. によって「遊憩的 (recreative)J í道徳的 (moral)J 
「哀嘆的 (plaintive) J の三つのグループに分類されているが、この論文は、この三つのグループの世
界を分析し、それが、それぞれ固有の時間構造を持つ世界であることを証明している。
第四章はRenaissance 時代の生活理想と Colin Clouts Come Home Agαine およびAs trophel の構




で、独自の回答を与えているのである。すなわち、 Colin Clouts Come Home Againe では観想的生
活が、 Astrophelでは三つの理想、を総合した生活が最上の生活とされているのである。さらに彼は、








牧歌の退潮を Thomas Warton の Lycidαs 批評を通して記述している。 Warton は Milton の初期
の詩を再評価したが、彼の評価はこれらの詩を生んだ時代の感性とは全く異質の感性に基づくもので




































m Colin Clout's Meditation upon Inner Time in the Plaintive Eclogues of The Shepheαrdes 












































































(2) IF 牧人の暦』については早くから E.K. の優れた注釈があり、本論文の筆者もこれを活用している
が、例えば槻の老樹を敵視してこれを伐採させたため自らも枯死する野パラについて、それが持つ様
々な意味を挙げている。この方法は本論文を通して一貫しており、 『リシダス』に出るイングランド
西南部とスペイン北部との地名からアルマーダの再出現を否定し新教国家イギリスを祝福する裏の意
味を探っているのも興味深い。そしでこのような繊密な分析が、各詩篇全体を貫く思想、の正しい理
解を確実なものにしている。
(3) 牧歌詩は一見のどかな牧人の生活を描いたものにすぎないが、観想生活、行動生活という古くか
ら対照させられた人間の生き方について作者の考えを盛ったものであり、これがルネサンス期イギリ
スにおいて形式は定型を踏襲しながら内容的に独自のものを生み出した。スペンサーは中世騎士道精
神の導入によって両生活を綜合すること、さらに宮廷、田園のいずれを問わず神々の愛に至ることを
究極の理想とした。ミルトンも親友の不慮の死を悼むのに牧歌詩の形式を借りながら、天国における
永遠の時間への参与に救いを見出し、キリスト教信仰の歓びをひそやかに歌っている。本論文はこう
したイギリス牧歌詩の特徴を動的に捉えて明快に展示しているのである。
ところで、本論文の筆者はスペンサ一、ミルトンの作品を詳細に考察し、最後にウオートンの『リ
シダス」評を通して18世紀中葉における牧歌詩の衰退を見ているが、 ドライデンのテオクリトス英訳
はともかく、フィリップス、ポープ、ゲイなどの牧歌詩、またウオートン自身をも含めて18世紀スペ
ンサ一派の作品をも取上げて、 17世紀末から 18世紀半ばに至る詩作品そのものを検討すればさらに充
実したものとなったであろう。また欲を言えばスペンサーの同時代人シドニーのロマンス『アーケデ
イア』を併読してエリザベス朝における牧歌観の傍証としてほしかった。またウオートンを取上げる
からには彼のさらに有名なlF i神仙女王」論』によって 18世紀とスペンサーとの関係を論ずべきであ
ろう。なお、本論文の初めはやや解説書的論調に傾いており、いま少し早く論点を整理することが望
ましい。筆者が論題に直接、間接関連した書物を普ねく溺嵐したことは多とするが、巻末の参考書目は単
に著者名のアルファベット順とせず、作品、スペンサー論、ミルトン論、牧歌詩論、時代背景論等々
に分類する方が読者に親切で、あり、また自身の論文はすでに本論文中に採入れている以上、序文の中
でその旨一言するに留めるべきであろう。英文は文体においてやや淡白にすぎるが明快かっ達意の文
であり、文法上の誤りはなく、ただ時たま誤綴とミスプリントのあるのが惜しまれる。
以上多少不備の点もあるが、それらは本論文全体の価値を引下げるものではない。英語で書かれた
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ことは、これが直ちに海外学界にも紹介されることになるが、広く英文学研究者の聞に一つの新しい
寄与を加えるものであり、文学博士の学位請求論文として十分その価値があるものと認定する。
-6-
